
























































 モラエスの七回忌法要は、死亡した 6 年後の命日 1935（昭和 10）年 7 月 1 日に、徳島公
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県の学務部長を務めていた。『地方庁高等官一覧表』によると、1934（昭和 9）年 9 月 5 日


























書簡を交わし、1927（昭和 2）年 7 月に雑誌『ブラジル』に飯塚春夫というペンネームで「我
が國をブラジルに良く紹介し得るたゞ一人の葡國人 モラーエス氏と日本」という記事を発










機関」として設立された 10）。7 月 1 日の徳島毎日新聞には「再び徳島に寄せる−國際觀光の















われる。同会が英文で発行した事業報告書に、徳島での七回忌法要と 7 月 12 日に東京で催
された遺品陳列会と追悼後援会のことが紹介されている 11）。法要に参列した團伊能は東京











生前のモラエスと交流があったことを先に述べたが、七回忌の前年の 1934（昭和 9）年 6
月 22 日から徳島毎日新聞に‟O ‟Bon-odori„ em Tokushima”（邦題『徳島の盆踊』）の翻訳を
連載した。これは湯本の企画した七回忌法要とは無関係に会田が自発的に行なった仕事で、







































































































が主催して外務省で行われた 2 回の打ち合わせの会合である。1935（昭和 10）年 5 月 11 日
に坂本章三が上京して、1 回目の会合が開かれ、6 月 13 日に湯本二郎が上京して 2 回目の
会合が開かれた。徳島日日新報の 6 月 22 日の記事に 2 回目の会合の内容が詳細に記されて
いる。出席者は次の通りである。 
 
△主催者  外務省情報部長  天羽英二 
△日時   昭和十年六月十二日午後零時半＝三時 









































































（イ）京都帝國大學文學部教授              新村 出 
（ロ）大福火災保險株式會社神戸支店長郷土研究の特志家  川島 右次 
（ハ）堺工業協會々頭、大和川染工所會長         柳原吉兵衛 
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